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論文概要
　実環境に仮想物体を合成表示する複合現実感において，
より写実性の高い表現を行うために現実物体を仮想化す
る仮想化現実の研究が盛んに行われている．特に，物体
の表面反射特性を推定することは実環境と仮想化された
物体との間の陰影矛盾を解決するために重要である．近
年，この問題に対する 1つの解決法としてインバースレ
ンダリングが注目されており，筆者らは，物体の距離画
像と表面のテクスチャ画像から物体の反射特性を密に
推定する研究を行ってきた．また複雑な形状を有する物
体に関しては，物体表面上での二次反射による相互反射
の影響を考慮した手法を提案してきた．本論文では，こ
れらの物体表面反射特性の推定をインバースレンダリン
グという枠組みで解決する一連の手法についてまとめた．
具体的には 3つの推定手法について詳細を述べ，その推
定結果を比較することで大局的なインバースレンダリン
グ手法の有効性を明らかにした．また，さまざまな仮想
環境内の照明条件に対して忠実に物体を表現できること
を示した . 

受賞について
　このたび，標記の論文で本会論文賞を受賞した．「賞
は狙ってとれるものではなく，自然とついてくるもの
だ」と当時の先輩の言葉を思い出した．長い間この研究
をやってきてよかったと思えた瞬間でもあった．これを
名誉と思い，また次の研究へ向けて精進しようと思う．
　本論文は，2000年に開催された画像・認識シンポジ
ウム（MIRU）での発表を元に大幅な拡張を試みた論文で
ある．当時の発表内容は物体の表面反射特性を密に推定
するということを行っていたが，複雑な形状を有する物
体では相互反射の影響が大きく，実際に利用することは
できない．当時はそれを解決する有効な手法が存在しな
かった．筆者もどうしたら解決できるのかまったく分か
らないまま 1年が経過した．もともと CV（コンピュー
タビジョン）ではなく CG（コンピュータグラフィクス）

に興味があったためその領域からアプローチできないか
と調査したところ「フォトンマップ」というレンダリング
方式に出会った．
　そこで，通常は画像を生成する手法を逆に利用すれば
反射特性などを推定できるのではないかという考えに至
った．さらには当時では解決できなかった相互反射を考
慮した忠実な物体表面反射特性の推定にも貢献すること
になると思い，さらに 2年近くを費やしついにフォトン
マッピング法を利用したインバースレンダリング手法が
完成した．ここで，図 -1に 3年間実験の対象物体の 1

つとして計測した物体を掲載しておく．また，この内容
は博士論文とすることができ，内外の注目を集め，高い
評価を得ることができた．
　同時に本会論文誌に発表し，運良く採録されたが，筆
者の思う以上の評価が得られ，とても嬉しく思う．近
年のグラフィックハードウェアの進化により，この分野
はまだまだ先が長く期待されると思われる．これからも，
内外の多くの優秀な研究者と競って本分野の発展に寄与
できればと思う．
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図 -1　実験対象物体

 


